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「「レーザー研利用者の体験談と講習会について」 

 
福田 優子 

大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 

 

はじめに 

 大阪大学レーザーエネルギー学研究センター（以

下、レーザー研と略す）では、研究の初期から計算

機シミュレーションが重要な役割を担っており、30

年以上にわたる歴史があります。 

ベクトル化や自動並列を駆使した SX9 を用いるよ

うな大規模シミュレーションだけでなく、MPI 並列

プログラムを PCC クラスタで実行するなど多様な利

用方法で研究を行っています。私自身は、運用管理

をメインに行ってきましたが、レーザー研の利用者

からいろいろな声を聞いていますので、この機会に、

いくつか具体的事例をご紹介いたします。講習会開

催に関する苦労話も披露いたしますので、皆様から

のご希望やご意見をいただけたら幸いです。 

 

スパコン利用者体験談 

 レーザー研のスパコンなどを使った研究成果は、

ホームページ[1]で公開していますので、ぜひご参照

ください。MPI や HPF による並列プログラムの利用

者もいますが、レーザー研の利用者は、ベクトル化

と自動並列化を駆使し、自分でプログラミングして

研究するというスタイルが主流となっています。ベ

クトル化と自動並列化は、素直なプログラミングで

高速化が図れます。自分でプログラムを開発してい

る多くの研究者から、プログラミング作業に過大な

時間をとられることなく、効率よくプログラムの開

発と研究が行え、サイバーメディアセンター（以下、

CMC と略す）のスーパーコンピュータシステムは使

いやすく、研究を効率よく進めることができるとい

う声をよく聞きます。このような声は、なかなか届

かないので、ぜひこの機会にお伝えしたいと思いま

す。 

スーパーコンピュータで大規模な計算をする多く

の利用者は、計算そのものだけでなく、データの蓄

積、解析、可視化にも苦労しています。現在のシス

テムではトータル１PB ものディスクがあり、大規模

シミュレーションの生データも長期間保存すること

ができ、front 端末に導入された AVS や IDL を用い

てデータを転送することなく解析・可視化を行うこ

とができるので、非常に便利になりました。2008 年

10 月に開催されたスーパーコンピュータシンポジ

ウムでも、CMC のシステムはディスク容量が大きい

のが非常に素晴らしいという声が聞かれました。メ

モリが大きく、高速に計算できるようになれば、出

力されるデータもどうしても大きくなり、ある程度

の期間保存しておける領域は必須ですが、いくら容

量が大きくなったといっても、無限の容量があるわ

けではありませんので、ひとりひとりの利用者が全

体のシステムのことも考えて利用するということは、

今後もぜひ心がけていただきたいと思っています。 

2005 年度に卒業した平尾俊幸君が残してくれた

研究成果を図 1に示します。 

図 1 超高強度レーザーとクラスタの相互作用に

関する研究成果（平尾俊幸提供） 

メモリ 70GB、ベクトル演算率 99.4%、MPI による

並列化を行い、当時の SX5 で 240 時間もの CPU 時間

を必要としました。データ容量が大きいため、パラ

レル AVS（AVS-PCE）を用いた可視化をレーザー研で

初めて行いました。当時は、データをレーザー研に

転送してから可視化する必要があったために、シミ

ュレーションデータを転送するのに時間も手間もか

かっていました。当時の CMC のディスクは現在のよ
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うに大きくはありませんでしたので、データ出力領

域を限定する、単精度、あるいは、もっと精度の小

さいデータに圧縮する、常にファイルを転送しては

消すという作業をしながら研究をすすめる必要があ

りました。その前の SX4 の時代には、スーパーコン

ピュータなのだから、なんでもパソコンより速いと

誤解した利用者が、スーパーコンピュータ上で

compress コマンドを使って大量の大容量データを

圧縮しようとして、システムに大きな負荷を与え、

他の利用者に迷惑をかけたこともあります。また、

大量のデータを手元のワークステーションに転送し

ようとしてレーザー研のネットワークを停止状態に

させてしまったなどの事例もありました。スーパー

コンピュータで大規模なシミュレーションをしよう

とする方は、データの保存や解析に関する、その時

点で最善の方法について、システム管理者とも相談

していただきたいと希望しています。 

図２ 3 次元粒子シミュレーションの結果例

（松本拓也提供） 

2007年1月のスーパーコンピュータシステムの更

新により、ディスク容量も大きくなり、front 端末

で AVS や IDL というソフトウェアが使えるようにな

ったため、データ転送の苦労がなくなり、便利にな

りました。2009 年 3 月に卒業した松本拓也君は、デ

ータの転送では苦しみませんでしたが、データが大

きくなったために可視化にどうしても時間がかかり

苦労したので、修士論文を書いたあとで、並列可視

化（AVS-PST）のためのサンプルデータと、このよう

な表示をしたかったというサンプルを残してくれま

した(図 2)。KGT さんに協力いただき、並列 AVS-PST

を用いたサンプルデータとして提供したいと考えて

いますので、興味のある方はご連絡ください。 

2007 年 1 月に SX8R のサービスが始まってすぐに

当時、特任研究員だった沼波政倫氏（現核融合科学

研究所）は、MPI だけでなく、HPF による並列プログ

ラムの実行を行いました。ベクトル化率は、ほぼ

100%で、250GB のメモリを使用して 10 時間程度の計

算が必要でした。これも front 端末の AVS を利用し

て可視化したため、データ転送が不要で、大変便利

にはなりましたが、シミュレーションデータを手動

で可視化するのは効率が悪いので、定型的な可視化

作業については、RCM システム[2]を用いた自動可視

化の環境を構築しました[3]。可視化などの作業は、

極力自動化したいという要望は強いですし、そのた

めの環境も整いつつあるのですが、使いこなすため

には、利用者自身も労力も時間もかける必要があり、

ハードルが高いのも事実です。せっかくのノウハウ

がなかなか引き継げないという問題もあり、情報共

有の仕組みの提供など、さらに検討したいと思って

います。 

レーザー研では、PCC クラスタで MPICH やインテ

ル MPI を利用するだけでなく、CMC と共同して遠隔

地にあるスーパーコンピュータをグリッド環境で実

際に利用する研究も行ってきました[4]。GRID-MPI

を用いた先進的な環境での経験は、実際の運用にも

生かされ、CMC の PCC クラスタ環境の整備にも貢献

してきたと考えています。現在では、ベクトル化に

向かない大規模プログラムの複数の利用者が PCC ク

ラスタで MPI プログラムを実行しています。 

SX9 の C を用いた自動並列プログラムを開発した

加藤氏と、SX9 の 1 ノードで 500GB 以上のメモリを

利用するような大規模な自動並列のプログラムを開

発した田口氏には、今年度のスーパーコンピュータ

シンポジウム[5]で発表していただくようにお願い

してあります。ぜひ、こちらもご参加ください。 

 

講講習会について 

ベクトル化と自動並列の基礎知識は、パソコンや
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PCC クラスタなどで計算する場合にも知っておいて

損はなく、レーザー研の学生には、一度は勉強する

ことを強くお勧めしてきました。講習会を聞いただ

けで全て分かるということはありませんが、一度聞

いておくと、イメージがつかめ、その後理解を深め

ていくことが多いようです。卒業した学生から、も

っと学生のときに講習会を聞いておけばよかった、

もっと勉強しておけばよかったと聞いたことが何度

かあります。就職してしまうとなかなか時間もとれ

ません。ぜひ、学生の間に講習会もご活用ください。 

 レーザー研では、例年、学生が配属される春と、

大学院入試後の夏休み期間に講習会を開催してきま

した。2004 年からサイバーメディアセンターと共催

できるものは共催し、内容をさらに充実できるよう

に努力しています。レーザー研固有の講習会情報も

含めて公開していますので、ぜひ参考にしてくださ

い[6]。講習会をいつ実施するか、どのような内容で

実施するかは、常に悩んでいます。講習会後、講義

が始まるまでの夏休み期間に実際に試してみる時間

がとれるので、8 月末から 9 月上旬の時期がベスト

であると考えていますが、最近はこの期間に、イン

ターンシップに参加する学生も現れ始めており、ま

すます開催時期が難しくなりつつあると感じていま

す。希望されるみなさん全員の都合のよい時期に講

習会を実施することは難しいので、何回か実施でき

るといいのですが、なかなか難しいのが実情です。

CMC と協力して改善していきたいと考えています。

みなさんいつがよいでしょうね？ 

 今年からは、SuperComputing Contest[7]の経験の

初心者むけテキストへの反映や、実際のチューニン

グ事例を公開し、中上級者の方の講習会での紹介な

どを CMC 東田先生にお願いし、私自身もとても楽し

みにしています。定員いっぱいになる前に、ぜひお

早目にお申し込みください。 

昨年までの講習会開催情報も[6]で公開していま

すので、参考にしていただき、今年はどうなってい

るのですか？こんな講習会もしてほしい、この時期

にも実施してほしいなどの希望を伝えていただくと、

主催者側も大変元気になります。 

 

ささいごに 

 レーザー研の利用者の声は参考になりましたでし

ょうか。同じような苦労をされている方の参考にな

り、みなさんと情報を共有するきっかけになれば、

幸いです。 
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ススーパーコンピュータによる非圧縮流れの並列数値計算 

 
吉田 尚史 

信州大学 工学部 環境機能工学科 

１．はじめに 

私は大学院修士課程の研究テーマで流れの数値計

算を始めて以来、非圧縮流れの数値計算の研究を行

ってきました。初めて使ったスーパーコンピュータ

は FACOM VP200 で、演算性能は 500MFLOPS でした。

大阪大学サイバーメディアセンターのSX-9はVP200

の約 32,000 倍の理論性能を持っています。スーパー

コンピュータの演算速度が対数スケールで高速化し

てきたのは、ハードウェアとソフトウェアの並列化

技術の進歩によるもので、それにより大規模な流れ

の計算が可能になりました。しかしユーザにとって

は、スーパーコンピュータの性能を十分に引き出す

大規模高速計算が簡単にできるわけではありません。

スーパーコンピュータのアーキテクチャと並列シス

テムに合った並列計算法の使用やプログラミングを

行うことが必要となります。 

 私はサイバーメディアセンターを 2008 年から利

用しています。これまでにサイバーメディアセンタ

ーと NEC の協力をいただき、高速な並列計算を実現

することができました。本稿はその過程を紹介し、

これからスーパーコンピュータを使ってみたいと考

えている方や、同じような問題に悩んでいるユーザ

の参考になれば幸いです。 

 

２．非圧縮流れの数値計算 

 非圧縮流れの支配方程式はナビエ・ストークス方

程式と連続の式です。流れ場の代表速度と代表長さ

で無次元化したベクトル形の式は次式となります。 

21
( ) P

t Re


      



u
u u u      (1) 

0  u                              (2) 
式(1)(2)を時間について差分し、時刻 nの既知量から

次の時刻 n+1 の速度・圧力を求める解法は、

Fractional Step 法を使っています。既知の時刻か

ら次式で中間速度
u を計算します。 

1 1

2 2

3 1
2 2

1
                

2

( ) ( )
n

n n n n

n

n

t

P
Re




 




     

  
  

u u
u u u u

u u
 

u は連続の式(2)を満たさないので、時刻 n+1 で式

(2)を満たすように次式で修正します。 

1n
t    u u                    (3) 

ここでスカラー関数は圧力の時間変化量を表し、

式(3)を連続の式(2)に代入して得られる のポアソ

ン方程式を解いて求めます。 

2 1
t




   u                      (4) 

このポアソン方程式を精度良く解くことが重要です。

なぜなら の誤差から連続の式の誤差
1 0n  u

が生じ、非圧縮条件が満たされなくなります。また、

ポアソン方程式は楕円型であるため、の誤差は流

れ場全域に影響を及ぼします。実際の計算過程にお

いてもポアソン方程式の計算が重要です。式(4)を空

間について差分した連立一次方程式を解きます。係

数行列は非対称規則的スパース行列です。この連立

一次方程式の数値解法には反復解法を用います。ポ

アソン方程式の反復計算が全体の計算量の約 95%程

度を占めるため、ポアソン方程式計算の高速化が全

体の計算量を減らす鍵となります。 

 

３．流れ場と計算時間の検討 

 計算対象の流れ場は図１の二次元乱流噴流です。

直交座標系で、計算領域は 36×26×15、計算格子点

数は 451×283×150 の約 1,915 万点です。

プログラムの計算時間の検討を行いました。計算

時間の比較のポイントは、前節で述べた連立一次方

程式の反復計算の計算速度です。以前から使用して

きた反復解法プログラムと、SX-9 で利用できる科学

技術数値計算ライブラリ ASL を使用した場合の計算

時間を比較しました。従来からの反復解法は ILU 分 
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HHot gluons and strings inside SX-8 supercomputer 

Maxim Chernodub  

Laboratoire de Mathématiques et Physique Théorique, UMR CNRS 6083, 

Université de Tours, Parc de Grandmont, 37200, Tours, France

   In recent years research on very hot and 

superdense quark-gluon plasma became a major 

development in the theory of strong interactions, 

Quantum Chromodynamics. This very exotic form of 

matter is likely to be formed in heavy ion 

collisions at Relativistic Heavy Ion Collider in 

Brookhaven, USA. In forthcoming years other 

powerful experiments will join the international 

race towards new discoveries in physics of the 

plasma. These are ALICE experiment at the Large 

Hadron Collider in CERN (located at the boarder 

between France and Switzerland), Facility for 

Antiproton and Ion Research experiment at GSI 

(Darmstadt, Germany), and Nuclotron-based Ion 

Collider facility (Dubna, Russia). 

   The quark-gluon plasma is a state of matter 

which existed in the very early Universe when our 

World was just hundreds microseconds old. The 

experiments show that this state of matter has 

unexpected properties. For example, the plasma 

turns out to be a perfect liquid rather than a 

weakly interacting gas of quarks and gluons. 

   The plasma can be studied directly, at heavy 

ion accelerators, and indirectly, via numerical 

simulations using modern computer facilities. It 

is difficult to overestimate significance of 

numerical simulations for the plasma research. 

The total costs (building, running, maintaining, 

and analyzing the data) of the real experimental 

facilities are many orders of magnitude higher 

compared to the costs of numerical lattice 

simulations. On the other hand both approaches 

provide important and valuable information about 

the properties of this exotic state of matter. 

   Computer simulations at SX-8 supercomputer at 

RCNP have revealed that the quark-gluon plasma 

contains monopole-like and 

vortex-like magnetic objects 

made of gluons. These 

gluomagnetic objects (which 

are of a topological nature) 

form chains: the monopoles and antimonopoles are 

connected to each other by the vortex segments (as 

illustrated in the Figure above). The magnetic 

defects may exist in various forms depending on 

the temperature T of the system, as shown in the 

Figure below (the temperature is given in units 

of the critical temperature Tc ≈  170 

MegaElectronVolt ≈  2 000 000 000 000 Kelvin 

corresponding to the deconfinement transition).  

   The computer simulations show that the 

magnetic defects provide a large contribution to 

the energy density and pressure of the gluon 

plasma[1]. The thermodynamical significance of 

the magnetic objects indicates that the 

quark-gluon plasma contains a developed network 

of the magnetic flux tubes.  

    Although our understanding of the strongly 

interacting plasma is getting much better, many 

mysteries – mostly related to exotic transport 

properties of the plasma – still remain 

unsolved.  The research using the supercomputer 

will provide further valuable developments to 

resolve these mysteries. 

                                                  
[1] M. N. Chernodub, Atsushi Nakamura, V. I. 

Zakharov, Phys.Rev.D78, 074021 (2008);  M.N. 

Chernodub, Katsuya Ishiguro, Atsushi Nakamura, 

Toru Sekido, Tuneo Suzuki, V.I. Zakharov, 

Proceedings of Science LAT2007, 174 (2007).  
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第 14 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン(CMD○R )
ワークショップについて 

 

大阪大学大学院工学研究科 精密科学・応用物理学専攻 

岸浩史，中西寛，笠井秀明 
 
１１．はじめに 
理論物性学すなわち，「マテリアルの特性を

自然界の第一原理である量子力学を用いて理

論的に予測する学問領域」は，近年，情報技

術の進歩とともに発展し，基礎科学研究や，

様々な工学的応用開発プロジェクトにおいて

重要な役割を果たしている．現在，理論物性

学，およびその応用，副次的波及分野は，広

大な学問分野（材料科学，コンピュータサイ

エンス，化学，生物学，医学，薬学等）を包

含するに到っている． 
理論物性学によるマテリアルの研究は，そ

の正確さと信頼性の向上により，これまで産

業界で行われてきた経験的，実験的研究に置

き換わりつつある．コンピュータの量的な進

歩は，理論物性学に質的な飛躍を生み，より

現実系のシミュレーションが可能となりつつ

ある．このトレンドは，今後も続くと考えら

れ，益々拡大することが予想される．産業界

での活躍の場として，特にエレクトロニク

ス・デバイス，化学合成，製薬等の部門が挙

げられる．その他多くの分野でも，環境高負

荷型の経験にもとづく実験的手法は，理論物

理学的手法に置き換わり，開発スピードを加

速していく． 
しかし，新たな研究手法が創出され，急速

に発展しているにも関わらず，現在なお，大

学および諸研究機関で研究者がチャレンジす

べき多くの問題が山積している．これまでの

経験的な組み合わせ論的新素材開発手法のみ

では，新しい知見に到達するまでの研究の効

率化と省資源化・環境調和性の実現について

の総合的検討の現代の必要性に対処が難しく，

また，理論的な研究開発手法のみでは，研究

者の予め想定した仮設の中でしか現象を解釈

されず，仮説の枠組みから外れた事象は捨象

されてしまう可能性がある．国家プロジェク

トとして次世代スパコンが開発されている現

在，巷では計算科学の統合が叫ばれているが，

そのためには真の意味で，理論と実験の研究

分野の枠を超えた協調が必要である． 
我々研究グループは，このような状況にお

いてブレークスルーとなり得る研究手法であ

るコンピュテーショナル・マテリアルズ・デ

ザイン(CMD○R )を提唱してきた．このコンピ

ュテーショナル・マテリアルズ・デザインと

は，実験値や経験的パラメータに依存しない

信頼性の高い量子シミュレーションを援用す

ることで原子スケールの観点から現実の物質

の持つ物性を解析し，その解析結果を，実証

実験を行う研究分野にフィードバックすると

いうスタイルをとることで，理論的手法と実

験的手法を有機的に結合し，新物質・新デバ

イスの研究開発を進める研究手法である．次

節では，このコンピュテーショナル・マテリ

アルズ・デザインについて紹介する． 
 
２．コンピュテーショナル・マテリアルズ・

デザイン 
 まず，コンピュテーショナル・マテリアル
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ズ・デザインに用いられる計算手法の主幹を

成す第一原理計算について簡単に紹介する．

この計算手法は，密度汎関数理論に基盤を置

いており，実験値や経験的パラメータに頼ら

ない物性予測が可能となる．第一原理計算手

法の開発と，最近の計算機性能の飛躍的な発

展により，量子力学に基づいたコンピュテー

ショナル・マテリアルズ・デザインが現実性

を増しており，このコンピュテーショナル・

マテリアルズ・デザインを用いた知的設計手

法の産業への応用展開が期待されている．特

に，コンピュテーショナル・マテリアルズ・

デザインを用いた先行的特許出願についても

その戦力的重要性が高まるものと期待されて

いる． 
しかし，第一原理計算に基づくシミュレーシ

ョンにより得られる知見は，与えられた物質

の構造に対して，その物性を解析・評価する

のみであり，未知の物質の物性を解析し，望

む物性を持つ物質のデザインを自発的に発見

するまでには至らない．そこで提唱されるの

がコンピュテーショナル・マテリアルズ・デ

ザイン・エンジンを用いた研究手法である．

（図１参照）．  
コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザ

イン・エンジンは３つの主要部分から構成さ

れている．量子シミュレーション，物理機構

の演繹，仮想物質の推論である．ここではま

ず，望む物性をもつ候補となる物質を構築し，

その構造に基づいてシミュレーションを行う．

その計算結果から仮想物質が持つ物性やその

発現機構を定量的に評価する．そして，その

定量的評価に基づいて，より望ましい物性を

発現するであろう仮想物質を推論し，その仮

想物質が望む物性をもつかどうかを検証する

ために再度シミュレーションを行う．ここで

望む物性が得られていない場合は，不発現機

構を演繹し，再度，リファイルして仮想物質

を推論する．というように，これまでの処理

を再帰的に行うことによってより望ましい物

質に仮想物質を近づけていく．このような，

シミュレーションに基盤をおく新規物質の開

発は，実際に物質を製造する実験的なアプロ

ーチに比べ，設備投資等のコストを計算コス

トに置き換えることができるといった点で優

れていると考えられる．さらにこれらの計算

量子シミュレー

シション 

物理機構

のの演繹 
仮想物質

のの推論 

計算結果 
のの解析 

物理機構の定量化 

機能の 
検検証 

実証実験 

フィード
バック 

図１ コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザインの概要図 

コンピュテーショナル・マテリアル
ズ・デザイン・エンジン 
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から得られた解析結果を，実証実験を行う研

究分野にフィードバックすることで，より実

現可能性の高い新物質・新デバイスの研究開

発を行うことが出来る． 
 また，我々はこういったコンピュテーショ

ナル・マテリアルズ・デザインを提唱すると

ともに，物質の諸特性やダイナミクスの理論

的研究分野で活躍する研究者養成も積極的に

進めている．その一例がコンピュテーショナ

ル・マテリアルズ・デザイン（CMD○R ）ワー

クショップである．我々は，平成 14 年度から

春と秋，年 2 回の割合で開催してきた．次節

では当該ワークショップの趣旨と，2009 年 3
月 2 日（月）から 3 月 6 日（金）に開催され

た第 14 回コンピュテーショナル・マテリアル

ズ・デザイン（CMD○R ）ワークショップにつ

いて記載する． 
 
３３．コンピュテーショナル・マテリアルズ・

デザイン（CMD○R ）ワークショップ 
 このワークショップは，コンピュテーショ

ナル・マテリアルズ・デザインの可能性を展

望するとともに，その基本となる最先端の計

算手法を学び，実際にマテリアルズ・デザイ

ンを体験することにより，物質科学の新しい

パラダイムに対応できる基礎能力をつけるこ

とを目的として開催しているチュートリア

ルを主とするワークショップである． 
基礎コース，専門コース，先端コースと学習

レベルに応じた３つのコースを設けており，

基礎コースでは第一原理計算の基礎理論講義，

第一原理計算入門実習を行う．専門コースで

は，コンピュテーショナル・マテリアルズ・

デザインの実習（複数種類のコードから希望

するコードを選択して実習）を行う．先端コ

ースでは，コンピュテーショナル・マテリア

ルズ・デザインの実践研究を行う．さらに，

全コースにおいて，コンピュテーショナル・

マテリアルズ・デザインの先端事例講義を受

講することで，実際の産業応用例等について

学ぶ．これまでの受講生はのべ 600 人におよ

び，学生だけでなく大学教員，独立行政法人

研究所や特殊法人研究所，民間企業に勤務す

る研究者の方にも参加頂いている． 
 第 14 回コンピュテーショナル・マテリアル

ズ・デザイン（CMD○R ）ワークショップは，

図２ 第 14 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン（CMD○R ）ワークショップ記念撮影 

18



大阪大学豊中キャンパスのサイバーメディア

センター(CMC)で実施した．受講生が用いる

端末には，通常 PC クラスタとして使用して

いる教室端末（Express5800/56Xd×464 ノー

ド，総演算性能：17.2TFLOPS, 総メモリ：

0.9TB，Xeon 2.33GHz (Woodcrest)，Dual 
Core）を用い，教室別に 40 台，30 台，16 台

の合計 86 台を利用した．計算を実装する計算

機には，PC クラスタ（Express5800/120Rg-1
×128 ノード，総演算性能：6TFLOPS，総メ

モリ：2TB，Xeon 3GHz (Woodcrest)，Dual 
Core）の内，5 ノード(20CPU)を占有ノード

として利用し，必要に応じて，それ以外のノ

ードも用いた．計算コードとしては，コンピ

ュテーショナル・マテリアルズ・デザイング

ループが展開する CMD ○R -Pack から，

「 Naniwa ， Machikaneyama ， ABCAP ，

ES-opt， State-Senri，RSPACE，OSAKA2K，

HiLAPW」といった計算コードの実習等を通

じて，各々特徴にあった計算を体験して頂い

た．また，CMD 計算コードの権利保有者が設

定する計算コードの 利用条件にしたがって

利用者が利用できるような双方に利便性があ

る学術情報・流通システムである「計算機マ

テリアルデザイン・コピーマート」の講義を

通じて，集積された知的資産を内外の研究者

が利用・活用できるシステムについて学習し

てもらった． 
ワークショップは 5 日間，密度の濃い時間

割で進み，なおかつ夜間の講義もあるハード

スケジュールであったにも関わらず，受講生

の講義に対する熱心な姿勢や講師・チュータ

ーと交わされる白熱したディスカッションか

ら，当該ワークショップに対する期待の大き

さが窺い知ることができた． 
 幸いにして，事後のアンケートにおいても

「非常にレベルの高い研究成果に触れる事が

でき，勉強になりました．」や「今回で４回目

の受講になります．しっかり勉強させて頂き

ました．大変有難うございました．」等のご意

見を頂くことができた．今後もこのワークシ

ョップが理論物性学の正しい理解と，その役

割を社会にアピールする役割を担い，途切れ

なく続くことを願ってやまない． 
 
４４．最後に 
今回，第 14 回コンピュテーショナル・マテ

リアルズ・デザイン（CMD○R ）ワークショッ

プを CMC で開催するに際して，会場や各施

設の手配から実習のための計算機・端末機器

の調整等まで気持ちよくご対応頂きました，

大阪大学サイバーメディアセンターのご担当

者の方々に厚く御礼申し上げる． 
またこの報告により皆様が，コンピュテー

ショナル・マテリアルズ・デザインや大阪大

学サイバーメディアセンターの利用に対し，

興味を持って頂けたら，コンピュテーショナ

ル・マテリアルズ・デザイン関係者の大きな

喜びである．この分野の研究者が更に増え，

活発な議論が進むことは願ってもないことで

あり，更なる発展を遂げるためにも多くの研

究者が本研究分野に参加されることを期待し

ている． 
 
参考文献 
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Transport Property through Graphene Strips”, 
Nagasaki Symposium on Nano-Dynamics 2009 
(NSND2009), Bunkyo-campus of Nagasaki 
University ,Nagasaki, Japan, January 2009. 

 
［36］ A.  Oshiyama:  “ Real-space  density-functional- 

theory scheme and its application to large systems”, 
Supercomputing in Solid State Physics, Kashiwa, 
Chiba, February 16-19, 2009. 

 

［37］ S. Okada: “Energetics of Nanographite Ribbons”, 
Okazaki Conf 2009 ,Okazaki Conference Center, 
Okazaki,February 21-23, 2009. 

 
［38］ 中村玲王奈, 高谷裕浩, 林照剛:  “ 光放射圧制

御微粒子工具によるナノ加工の研究―微粒子工

具近傍のエネルギー分布解析―”,  2009 年度精

密工学会春季大会学術講演会, Mar. 2009. 
 
［39］ 道畑正岐, 林 照剛, 高谷 裕浩:  “ レーザトラ

ッピングプローブを用いたナノ 3 次元形状計測

に関する研究（第 4 報）”, 2008 年度精密工学会

秋期大会学術講演会講演論文集 , pp. 473-474,  
11. Mar. 2009. 

 
［40］ 吉田 尚史, 中西 洋輔, 井上 暢, 稲村 純平, 渡

辺 崇,“ 開いたキャビティを過ぎる自励振動流

の吹出しと吸込みを用いた制御の数値解析”, 
日本機械学会北陸信越支部第 46 期総会講演会

論文集, Mar. 2009. 
 
［41］ 吉田 尚史, 南條 晋也, 井上 批蕗騎, 信田 創:  

“ 二次元噴流の直接数値計算における境界条件

の研究”, 日本機械学会北陸信越支部第 46 期総

会講演会論文集, pp.521-522, Mar. 2009. 
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［42］ 条生 祐輔, 吉田 尚史, 北谷 敬志:  “ 三角柱

に衝突する二次元噴流の三次元数値解析”, 日
本機械学会北陸信越支部第 46 期総会講演会論

文集, pp.523-524, Mar. 2009. 
 
［43］ 池田 浩人, 副島 啓司, 湯川 美穂, 岩瀬 由紀

子, 安藝 初美:  “ 統合失調症治療薬リスペリ

ドンと茶葉カテキン類との複合体形成機構”,日
本薬学会第 129 年会, Mar. 2009. 

 
［44］ 古城直道, 平田崇哲, 樋口誠宏, 山口智実, 松森

昇, 尾倉秀一, 島田尚一:  “ 酸化セリウムによ

る工学ガラスの超仕上げ”, 2009年度精密工学会

春季大会学術講演会講演論文集 , pp.233-234, 
Mar. 2009. 

 
［45］ 田中宏明, 島田尚一:  “ 分子動力学法による新

炭素材料の可能性（第１報）－モデリングと結

晶構造の安定性－”,  2009 年度精密工学会春季

大会学術講演会講演論文集 , pp.335-336, Mar. 
2009. 

 
［46］ 瀬戸健太, 古城直道, 樋口誠宏, 山口智実, 斎藤

賢一, 島田尚一:  “分子動力学法によるダイヤ

モンド切削工具の強度の解析”, 2009年度精密工

学会春季大会学術講演会講演論文集, pp.337-338, 
Mar. 2009. 

 
［47］ 斉藤稔, 伊庭幸人, 福島孝治:  “拡張アンサン

ブル法によるランダム行列の最大固有値分布

Ⅱ”, 日本物理学会講演概要集, 第 64 巻,第 1 号,
第 2 分冊, p.323, Mar. 2009. 

 

［48］ 押山淳: “ナノ構造体の面白さ - 電子論による 
機能探索”, 第 56 会応用物理学関係連合講演会

シンポジウム,筑波大学, Mar. 2009. 
 
［49］ 山田 啓太，土肥慶祐，江上 喜幸:  “第一原理

計算による電極間架橋有機分子鎖の電気伝導特

性予測”,日本物理学会 2009 年年次大会,立教大

学 , 立教大学池袋キャンパス ,東京都豊島区 , 
Mar.2009. 
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平成２０年度大阪大学近藤賞受賞 

大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 福田優子 

■近藤賞受賞に関するホームページ 
http://www.ile.osaka-u.ac.jp/zone2/openspace/topics/news/H20kondo.html 

左から米田審査委員長、受賞者（宮永氏、藤岡氏）、

西田理事・副学長 

■スーパーコンピュータを用いたレーザーエネルギー学研

究の研究成果一覧に関するホームページ 
http://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/cmp/research/research.html 

■スーパコンピュータシステム全体の実稼働率 
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平成 21 年 4 月 23 日、24 日の２日間にわたり開催さ

れた、大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの

「レーザー研シンポジウム 2009－平成 20 年度共同研究

成果報告会―」の中で、平成２０年度大阪大学近藤賞の

授与式も行われ、元サイバーメディアセンターシステム

の職員であった宮永勢次氏が技術賞を受賞されました。

この賞は、レーザーエネルギー学の研究開発向上などを

含め技術的に顕著な貢献のあった国内外の若手技術者

に授与されるものです。宮永氏の受賞は、「レーザーエネル

ギー学のためのスーパーコンピュータシステムの運用管

理技術」というタイトルで、受賞理由は、「レーザーエネル

ギー学、特に複雑系のプラズマ・シミュレーションを行う

ために不可欠な、スーパーコンピュータ 利用に関し、大

阪大学レーザーエネルギー研究センターと大阪大学サ

イバーメディアセンターとのインターフェースとなり、

この分野の下支え的な活動を継続的 に行ってきた。こ

の貢献に対して技術賞を授与する。」というものでした。

大阪大学サイバーメディアセンター、核物理研究セン

ター、レーザーエネルギー学研究センターは、平成 8 年

よりサイバースーパーコンピュータシステムの共同運

用を行い、これまでに数々の最先端システムの導入を進

め、スーパーコンピュータシステムの実稼働率は 75％
と、驚異的な高効率のシステム運用を実現しています。

宮永氏は、サイバーメディアセンターの職員として、ス

ーパーコンピュータを含む全システムの運用管理の実

質的な担当を担い、最新鋭で安定したシステム提供に大

きく貢献してきたことが認められました。

今回の受賞は、宮永氏個人だけでなく、サイバーメデ

ィアセンターの東田氏を始めとする全てのスタッフの

みなさんと、外川氏を始めとする核物理センターのスタ

ッフ、そしてレーザー研の私たちの努力も認めていただ

いたということで、非常にうれしく思っています。

宮永氏は平成21年4月より、大阪大学総務部総務課PMO
準備室に移動され、HPC 分野からは離れられましたが、

今までの経験を生かして、新しい分野で活躍されていま

す。私たちも、この受賞を励みとして、これからも、３セ

ンターで協力してスーパーコンピュータシステムをよ

りよくしていく努力を続けたいと考えています。最後

に、本 HPC システムの発展を長期に渡り支援いただい

ている日本電気株式会社のみなさんに謝意を表します。



大大規模計算機システム Ｑ＆Ａ・LINK 集 
 
１． パスワード変更をしたいのですが？ 

 https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ に Web からアクセスし、ログイン ID、パスワードの入力を行って、

新パスワードを指定します。この時、MAC O/S を利用されていれば、Firefox か Netscape でご利用くだ

さい。 

 

２． 研究室のパソコンからスパコンを利用したいのですが、どうすれば良いのでしょうか？ 

下記の URL にスーパーコンピュータ利用入門の講習会資料がありますので、ご覧ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/tebiki/sx-kiso1.pdf 

 

３． 大規模計算機システムにログインする方法を知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。接続方法がわかります。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/tebiki/login.html 

 

４． 大規模計算機システムにファイル転送を行いたいのですが？ 

WinSCP を使用してファイル転送を行います。下記の URL を参照ください。 

     http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/tebiki/file transfer.html 

 

５．大規模計算機システムを利用する場合の資格を知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。利用資格を知ることができます。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shikaku/index.html 

 

６．大規模計算機システムの負担金一覧表を知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。負担金一覧表がわかります。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/futankin/index.html 

 

７．大規模計算機システムの申請関係の情報を知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。申請書及び内容を知ることができます。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/forms.html 

 

８．大規模計算機システムの試用制度について知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。制度の申し込み及び内容を知ることができます。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/futankin/shiyou.html 

 

９．大規模計算機システムのサポート情報を知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。種々の情報等を掲載していますので、ご覧ください。 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/support/inquiry.html   問合せ先情報 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/support/advisor.html   利用相談員情報 
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１０．他の 6 大学情報基盤センターの情報を知りたいのですが？ 

下記の URL をご覧ください。他大学情報基盤センターへリンクしています。 

http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/j/intro/link.html 

 

１１． Ｗｅｂ上のマニュアルを参照できませんか？ 

下記の URL から大規模計算機システムのポータルにログインするとスーパーコンピュータシステム

などのマニュアル参照する事ができます。 

https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/    
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・利用相談員

氏 名 所 属 職 名

高木　達也 大阪大学　大学院薬学研究科 教授

山井　成良 岡山大学　総合情報基盤センター 教授

武知　英夫 阿南工業高等専門学校　機械工学科 准教授

石定　　惇 大阪大学　大学院基礎工学研究科
大学院学生
（博士後期）

・利用指導員

氏 名 所 属 職 名

板野　智昭 関西大学　システム理工学部 准教授

藤　　堅正 近畿大学　理工学部 講師

武知　英夫 阿南工業高等専門学校　機械工学科 准教授

平成２１年度大規模計算機システム利用相談員・指導員名簿
（任期：平成２２年３月３１日まで）
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平平成２１年度大規模計算機利用システム相談員 自己紹介 

 

高
たか

 木
ぎ

  達
たつ

 也
や

 

（大阪大学大学院薬学研究科生命情報環境科学専攻・教授） 

 

初めまして。大阪大学大学院薬学研究科の高木達也と申します。よろしくお願い申し上げます。 

数えてみれば、1983年からだと思いますので、大型計算機センター時代からもう27年も、相談員をさせ

て頂いております。この間、相談内容も大きな変化がありました。当初は、皆さんプログラムを自ら組ま

れる方ばかりでしたので、Fortran（当時はFORTRAN77）のプログラミング方法が主たる問い合わせでした

が、現在は、アプリケーションの使い方が、主たる質問内容になっています。こうした変化がそのまま、

計算機を取り巻く社会環境の変化を表していると思っております。 

さて、特に実験・観測研究者の皆さん、皆さんのお手元には大量の実験・観測データが、解析できない

で残っていませんでしょうか。たとえば、 

・オミクスデータ 

・大量のアンケート結果 

・数理的解析を行いたい文献データ 

・疫学、臨床データ 

・雑多なテキストの山 

などは、宝の山かも知れません。そのような場合には、どうか一度ご相談下さい。適切なデータ解析方法を

ご提示できるかも知れません。これからは、大量の網羅的実験データを、数理的に解析することにより、情

報を得る時代になってきました。これまでよりもっと、実験研究者とデータ解析研究者の密な語り合いが必

要だと、私は考えています。 

 

山 井
や ま い

 成
なり

良
よし

 

  （岡山大学総合情報基盤センター 教授） 

 

岡山大学総合情報基盤センターの山井と申します。ご存知の方もおられると思いますが、平成 9年 11 月ま

で大阪大学大型計算機センター研究開発部に在籍しておりました。 

さて、私の担当領域ですが、大規模計算機システムの基本的な利用法およびネットワークサービス全般と

させて頂きます。遠隔地からの利用に関する相談や電子メールや SSH などの利用におけるトラブルに関する

質問も歓迎します。 

本年度も微力ながら皆様のお役に立てれば幸いです。 

 

武 知
た け ち

 英 夫
ひ で お

 

   （阿南工業高等専門学校 機械工学科 准教授） 
 

・psuiteを使用してプログラム単位の自動並列ジョブのトレースが表示できるが、プロセスレベルのト
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レース機能をもつVampirがSX8以降、突然SXから消滅していた。 

・旧版のホームペーシは既に存在せず、版権元が変更になったことと連動して? 版そのものが大きく改

訂の後、マルチノードMPI対応になっていた。 

・このVampirトレースは、MPIジョブ実行中のプログラム最少単位でCPU占有状況を可視化できる。目的

はCPU負荷分散を最適化し、実行速度を向上する目的がある。 

・なんとかではあるが、年が明けてからVampirトレースを正常終了できるようになった。以前の汎用機

では、仮想記憶メモリでのローダーのマッピングを一応理解したつもりでいたが、MPIローダーに関し

ては未だに全く手探り状態が続いている。 

・自動ベクトル化や自動並列化では何とか支援を提供できると考えますが、大規模MPIユーサーから相談

があるとしたら、相談員本人が抱える質問に回答頂くことがありますので宜しくお願いします。 

 

石
い し

定
さ だ

 惇
じゅん

 

（大阪大学大学院  基礎工学研究科  物質創成専攻 大学院生 ( DC )） 

 

密度汎関数理論に基づいた第一原理計算手法を用いた物性研究をおこなっています。 

研究内容は，シリコン中の格子欠陥に関するもので、空孔欠陥によって引き起こされると考えられてい

るシリコン結晶の弾性ソフト化という現象のメカニズムを第一原理分子動力学シミュレーションを用いて

調べています。 

サイバーメディアセンターの大規模計算機上で使用している計算プログラムは主にOsaka2kとpwscf

（Quantum Espresso）と呼ばれるものです。 
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平平成２１年度大規模計算機システム利用指導員 自己紹介 

 

板野
い た の

 智
とも

昭
あき

 

（関西大学 システム理工学部 物理・応用物理学科・准教授） 

 
大阪府出身で吹田市にある府立千里高校卒業後、駿台予備校での真黒な浪人生活を経て、晴れて京都大

学理学部に進学、高校で大好きになった物理学を修めました。趣味は旅と読書とサイクリングで、特に旅

では見知らぬ土地で友を作ることが好きです。研究に新しいアイデアをもたらすにも、旅とサイクリング

によるリフレッシュが効果的（すなわち仕事の一部）だと信じていますが、最近は雑務に追われてなかな

かできておりません。 

さて、私の専門は流体物理で、研究と計算機は切っても切り離せない関係にあります。計算機環境は愛

用のラップトップにインストールしたLinuxで、研究時間の大半は計算機の前で過ごしてきました。（ただ

し最近は雑用が多く、机の前に座る時間が激減しています。）阪大のメディアセンターではありませんが、

大型計算機も使い始めて１０年くらいになるでしょうか。長年の一利用者としてあちこちの計算機センタ

ーでお世話になっていますので、その視点から皆さんのお役に立てればと思っています。 

 

藤
ふじ

 堅
けん

正
しょう

 

（近畿大学 理工学部 電気電子工学科・講師） 

 

近畿大学の藤です。エネルギー材料（核燃料･原子炉材料）に関する実験系の研究室ですが、核燃料内部

の化学状態を検討するための多相化学平衡計算や、燃料被覆管の水蒸気酸化シミュレーションあるいは燃

料被覆材と核分裂生成物との固相反応の挙動解析に関する計算でサイバーメディアセンターを利用してお

ります。 

また、電子エネルギーレベルの計算を少しだけお手伝いすることもありますが、何れもFORTRANを使用し

ている関係上、研究室で適宜FORTRANのご相談を承っております。宜しくお願いします。 

 

武 知
た け ち

 英 夫
ひ で お

 

（阿南工業高等専門学校 機械工学科 准教授） 

 

・平成21年になって相当ビッグな相談が飛び込んできました。長年に指導員に携わっていると、引き受ける

べき相談内容の範疇に付いて苦慮することが多々あります。質問する側は相談の中で自分の専門領域のプ

ログラミングアルゴリズムに関して応援を仰ごうとしますが、相談担当者のテリトリーとして、SXで実行

エラーを生じているジョブに関してトレース情報の添付がある場合に限るという大きなヘッジが存在しま

す。 

・相談する側の一方的な思い込みによる場合が殆どではあるのですが、並列化やベクトル化のオンラインチ

ュートリアルをリアルタイムでお引き受けすることは殆ど不可能です。 

・では指導員制度で何が期待できるのかという点に付いては、SXとユーザーの間でポータルとし
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ての機能 (セキュリティポリシー準拠 )を提供し、サイバーを中心とする複数人で問題に対応する

体制があります。サイバーでは、対応を受けた相談員の気休めメールが暫くして返ってくるよ

うな体制ではありません。  
・トレース情報の提供がなく、近未来に投入予定のコンカレントジョブに付いて壮大なる抱負を

相談として持ち込むユーザーに関しては、1ノード8 CPUまで対応する世界屈指の自動ベクトル

化と自動並列化がコンパイル変数一個で可能なSXジョブで実行するよう勧めております。  
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・・規程関係 

 
大阪大学サイバーメディアセンター大規
模計算機システム利用規程  
 
第 1 条 この規程は、大阪大学サイバーメディアセンター(以
下「センター」という。)が管理・運用する全国共同利用の

スーパーコンピュータシステム及びワークステーションシ

ステム(以下「大規模計算機システム」という。)の利用に

関し必要な事項を定めるものとする。 
 
第 2 条 大規模計算機システムは、学術研究及び教育等のた

めに利用することができるものとする。 
 
第 3 条 大規模計算機システムを利用することのできる者

は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 
(1) 大学、短期大学、高等専門学校又は大学共同利用機関の

教員(非常勤講師を含む。)及びこれに準ずる者 
(2) 大学院の学生 
(3) 学術研究及び学術振興を目的とする国又は地方公共団

体が所轄する機関に所属し、専ら研究に従事する者 
(4) 学術研究及び学術振興を目的とする機関(前号に掲げる

機関を除く。)で、センターの長(以下「センター長」とい

う。)が認めた機関に所属し、専ら研究に従事する者 
(5) 科学研究費補助金の交付を受けて学術研究を行う者 
(6) 第 1 号、第 3 号又は第 4 号の者が所属する機関との共同

研究に参画している民間企業等に所属し、専ら研究に従事

する者 
(7) 前各号のほか、特にセンター長が適当と認めた者 
 
第 4 条 大規模計算機システムを利用しようとする者は、所

定の申請を行い、センター長の承認を受けなければならな

い。 
2 前項の申請は、大規模計算機システム利用の成果が公開で

きるものでなければならない。 
 
第 5 条 センター長は、前条第 1 項による申請を受理し、適

当と認めたときは、これを承認し、登録番号を与えるもの

とする。 
2 前項の登録番号の有効期間は、1 年以内とする。ただし、

当該会計年度を超えることはできない。 
 
第6条 大規模計算機システムの利用につき承認された者(以
下「利用者」という。)は、申請書の記載内容に変更を生じ

た場合は、速やかに所定の手続きを行わなければならない。 
 
第 7 条 利用者は、第 5 条第 1 項に規定する登録番号を当該

申請に係る目的以外に使用し、又は他人に使用させてはな

らない。 
 
第 8 条 利用者は、当該申請に係る利用を終了又は中止した

ときは、速やかにその旨をセンター長に届け出るとともに、

その利用の結果又は経過を所定の計算機利用報告書により

センター長に報告しなければならない。 
2 前項の規定にかかわらず、センター長が必要と認めた場合

は、計算機利用報告書の提出を求めることができる。 
 
第 9 条 利用者は、研究の成果を論文等により公表するとき

は、当該論文等に大規模計算機システムを利用した旨を明

記しなければならない。 
 
第 10 条 利用者は、当該利用に係る経費の一部を負担しなけ

ればならない。 
 
第 11 条 前条の利用経費の負担額は、国立大学法人大阪大学

諸料金規則に定めるところによる。 
 
第 12 条 前条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる場合に

ついては、利用経費の負担を要しない。 
(1) センターの責に帰すべき誤計算があったとき。 
(2) センターが必要とする研究開発等のため、センター長が

特に承認したとき。 
 
第 13 条 利用経費の負担は、次の各号に掲げる方法によるも

のとする。 
(1) 学内経費(科学研究費補助金を除く。)の場合にあっては、

当該予算の振替による。 
(2) 前号以外の場合にあっては、本学が発する請求書の指定

する銀行口座への振込による。 
 
第 14 条 センター長は、この規程又はこの規程に基づく定め

に違反した者その他大規模計算機システムの運営に重大な

支障を生じさせた者があるときは、利用の承認を取り消し、

又は一定期間大規模計算機システムの利用を停止させるこ

とがある。 
 
第 15 条 この規程に定めるもののほか、大規模計算機システ

ムの利用に関し必要な事項は、センター長が定める。 
 
附 則 
1 この規程は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 
2 大阪大学大型計算機センターの利用に関する暫定措置を

定める規程(昭和 43 年 9 月 18 日制定)は、廃止する。 
3 この規程施行前に大阪大学大型計算機センターの利用に

関する暫定措置を定める規程に基づき、平成 12 年度の利用

承認を受けた利用者にあっては、この規程に基づき利用の

登録があったものとみなす。 
附 則 
この改正は、平成 13 年 1 月 6 日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成 14 年 6 月 19 日から施行し、平成 14 年 4
月 1 日から適用する。 

附 則 
この改正は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 
 
附 則 
この改正は、平成 18 年 2 月 15 日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成 19 年 9 月 28 日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成 20 年 4 月 16 日から施行する。 
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大大規模計算機システム利用負担額一覧 

 

平成 21 年 4 月 1 日付けで国立大学法人大阪大学諸料金規則が改正され、大規模計算機システム利用

負担額が下記のとおり変更となりました。 
（斜体太ゴチックになっている部分が今回新規又は追加された部分です。） 
 

区分 
計算機資源の

シェア値 

スーパーコンピュータ 

ファイル 

利用の 

制限 

年間負担額 SX-8R SX-9 

並列実行 

ＣＰＵ数 
メモリ制限

並列実行 

ＣＰＵ数 
メモリ制限

（後期利用は半額）

1 4 16GB 備考 11 備考 11 50GB 0 円（備考７） 

1 4 16GB 備考 11 備考 11 50GB 1 万円 

10 4 32GB 4 256GB 1TB 10 万円 

50 8 制限なし 8 512GB 2TB 50 万円 

100 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 3TB 100 万円 

260 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 4TB 200 万円 

450 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 5TB 300 万円 

ファイル追加 
ファイル追加 100GB  円万1 きつに

オプション 

 額た得てじ乗を5の分001に額計合たし出算で額担負記上 額税費消

備考 

１ 基本負担額は年度の最初の登録時に算出する。 

２ 各基本負担額の制限内でスーパーコンピュータ、クラスタシステム、ファイルなど計算機資源を利用できる。 

３ 基本負担額 1万円の場合、登録者数は 1名とする。その他の場合、登録者数は特に制限を設けない。 

４ 後期（10 月～3月）利用の基本負担額及びファイル追加オプションは、年間負担額の半額とする。 

５ 上記の基本負担額以外に 50 万円単位での申請を 1,000 万円単位で受け付ける。その場合のシェア値及びファイル利

用の制限の設定については以下のとおりとする。 

シェア値は、300 万円未満が基本負担額の 1.3 倍、300 万円以上が基本負担額の 1.5 倍とする。 

ファイル利用の制限は、50 万円につき 0.5TB を加算する。 

６ ファイルサーバはファイル使用量の制限内で利用できる。なお、制限値以上の利用は 50GB 単位での追加オプション

となる。 

７ 別に定める試用制度による利用を認められた者は、基本負担額 1万円の場合と同じ資源を、登録のあった月から、前

期（4月～9月）3ヶ月間、又は後期（10 月～3月）1ヶ月無料で利用できる。ただし、当該会計年度を越えてからの

利用はできないものとする。 

８ 大学院の学生が基本負担額 1万円で利用する場合、負担額を半額とする優遇措置を受けられる。 

９ 企業利用者は、科学研究費補助金及び共同研究プロジェクトでの利用を除き負担額を 3倍の設定とする。 

10 先端研究施設共用イノベーション創出事業に係る利用期間は四半期単位とする。なお、負担額は前項の年間負担額の

1/4 とする。 

11 試用制度及び基本負担額1万円でSX-9を利用する場合、ジョブクラス表のデバッグクラス(DBG9)のみを可能とする。 
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大大阪大学サイバーメディアセンター大規
模計算機システム試用制度利用内規  
 
第1条 この内規は、大阪大学サイバーメディアセンター（以下

「センター」という。）が管理運用する全国共同利用のスー

パーコンピュータシステム及びワークステーション（以下「大

規模計算機システム」という。）の試用制度を利用するため

の必要な事項を定める。 
 
第2条 試用制度は、初めてセンターの大規模計算機システムを

利用する者（以下「利用者」という。）に一定の期間利用さ

せることによって、同システム利用についての知識の向上と

教育研究活動と学習に役立てることを目的とする。 
 
第3条 試用制度を利用することができる者は、次の各号のいず

れかに該当するものとする。 
(1) 大学、短期大学、高等専門学校又は大学共同利用機関の教員

（非常勤講師を含む。）及びこれに準ずる者 
(2) 大学院の学生 
(3) 学術研究及び学術振興を目的とする国又は地方公共団体が

所轄する機関に所属し、専ら研究に従事する者 
(4) 学術研究及び学術振興を目的とする機関（前号に掲げる機関

を除く。）で、センターの長（以下「センター長」という。）

が認めた機関に所属し、専ら研究に従事する者 
(5) 科学研究費補助金の交付を受けて学術研究を行う者 
(6) 前各号のほか、特にセンター長が適当と認めた者 
 
第4条 利用者は、所定の申請書により申請し、センター長の承

認を得なければならない。ただし、上記の申請はセンターホ

ームページから行えるものとする。 
 
第5条 センター長は、前条の申請について適当と認めた場合は、

当該利用番号を与えて承認するものとする。 
 
第6条 利用者の有効期間は、前期（4月～9月）3ヶ月間、又は

後期（10 月～3 月）1 ヶ月間とする。ただし、当該会計年度

を超えることはできないものとする。 
2 基本負担額 10,000 円の場合と同じ計算機資源を利用可能とす

る。 
3 利用有効期間を超えた場合は、強制的に利用を取り消すもの

とする。 
 
第7条 利用者は、当該利用番号を当該申請に係る目的以外に使

用し、又は他人に使用させてはならない。 
 
第8条 センター長は、この内規に違反した場合、もしくは氏名

等を偽り利用した場合、その他大規模計算機システムの運営

に重大な支障を生ぜしめた場合には、当該利用の承認を取り

消すことがある。 
 
附 則 
この内規は、平成12年11月30日から施行し、平成12年4月 
1日から適用する。 
附 則 
この改正は、平成13年1月6日から施行する。 
 
附 則 
この改正は、平成14年4月1日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成16年4月1日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成18年4月1日から施行する。 
附 則 
この改正は、平成19年1月5日から施行する。 

附 則 
この改正は、平成19年9月28日から施行する。 

 
大阪大学サイバーメディアセンター大規模計算
機システム利用相談員指導員内規 
 
第1条 大阪大学サイバーメディアセンター（以下「センター」

という。）は、センターが管理・運用する全国共同利用のス

ーパーコンピュータシステム及びワークステーション（以下

「大規模計算機システム」という。）の共同利用の効果を高

め学術研究の発展に資するため、大規模計算機システム利用

相談及び指導活動（データベース開発指導を含む。）を行う。 
2 前項の目的のため、センターに利用相談員（以下「相談員」

という。）及び利用指導員（以下「指導員」という。）を置

く。 
 
第2条 相談員及び指導員は、共同利用有資格者の中から広報委

員会が候補者を推せんし、教授会の議を経てセンター長が委

嘱する。 
 
第3条 相談員及び指導員の任期は、4月1日又は10月1日から

の1カ年とする。ただし、再任を妨げない。 
 
第4条 相談員は、電子メール等を利用しオンラインで、第1条
第1項のセンター利用相談活動を行うものとする。 

 
第5条 指導員は、所属の地区協議会連絡所において、第1条第

1項のセンター利用指導活動を行うものとする。 
 
第6条 相談員及び指導員には、センター利用相談及び指導の必

要上、計算機利用のために特定の番号を与えることができる。 
2 前項に係る利用経費の負担額は免除する。 
 
第7条 センターは、相談員及び指導員に対し相談及び指導上必

要な資料もしくは情報を提供するものとする。 
 
第8条 センターは、相談員及び指導員に対する研修会並びに研

究連絡会等を実施するものとする。 
2 前項の企画及び実施に当たっては、広報委員会が企画・立案

し、教授会の承認を得るものとする。 
 
第9条 相談員には、第6条第1項の目的以外においても、一定

量の大規模計算機システム使用にかかるジョブ優先処理等の特

典を与えることができる。 
 
第 10 条 この内規に定めるもののほか、必要な事項については

広報委員会で検討後、教授会の議を経てセンター長が別に定

めるものとする。 
 
 
附 則 
この内規は、平成12年11月30日から施行し、平成12年4月1
日から適用する。 
附 則 
この改正は、平成19年9月28日から施行する。 
 
大型計算機利用大阪地区（第 6 地区）協議会規程 
 
第1条 大型計算機利用大阪地区（第6地区）協議会（以下「本

会」という。）は、大阪大学サイバーメディアセンターが管理・

運用する共同利用・共同利用拠点のスーパーコンピュータシス

テム、コンピュータシステム及び関連するネットワーク（以下

「大規模計算機システム等」という。）の利用を希望し、本会

に所属するものの利便をはかることを目的とする。 
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第 2 条 本会の事務局を大阪大学サイバーメディアセンター内

に置く。 
 
第 3 条 本会は、大阪、和歌山、奈良、兵庫、岡山、香川、愛

媛、高知及び徳島の 9 府県内にある連絡所をもって会員とす

る。 
2 上記以外で、理事会が特に認めた連絡所は会員とすることが

できる。 
 
第 4 条 連絡所を設けようとするものは、責任者を定め、連絡

所登録申請書を本会事務局へ提出し、理事会の承認を受けなけ

ればならない。 
2 前項の連絡所の廃止をするものは、連絡所廃止届を本会事務

局へ提出しなければならない。 
3 連絡所の責任者は、その連絡所に所属し、大規模計算機シス

テム等を利用するものを代表して、必要な事務を処理する。 
 
第 5 条 本会は、第 1 条に示された目的を達成するため、次の

事業を行う。 
 一 会員の登録承認 
 二 大阪大学サイバーメディアセンターと会員間の連絡及び

調整 
 三 他の地区協議会との事務連絡及び情報交換 
 四 その他理事会が必要と認めた事項 
 
第6条 本会に会長1名、理事若干名の役員を置く。 
2 本会に幹事若干名を置き、役員を補佐せしめることができ

る。 
3 幹事は、理事会の承認を経て、会長が委嘱する。 
 
第7条 会長は本会を代表し、本会の業務を総括する。 
2 会長は理事の互選によって定める。 
3 会長の任期は2年とし、再任を妨げない。ただし、任期途中

で交代した会長の任期は、前任の会長の残任期とする。 
 
第8条 理事は会員の互選によって定める。 
2 理事の任期は2年とし、再任を妨げない。ただし、任期途中

で交代した理事の任期は、前任の理事の残任期とする。 
 
第9条 会長は理事会を招集し、その議長となる。 
2 理事会は次の事項を審議する。 
 一 連絡所の設置の承認 
 二 事業計画の立案並びに実行 
 三 その他会長が必要と認めた事項 
3 理事会は、理事現在数の2分の1以上の出席がなければ開催

することができない。ただし、あらかじめ委任状を提出したも

のは出席者とみなす。 
4 理事会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、議長が決する。 
 
第10条 会長は年1回以上総会を招集し、その議長となる。 
2 総会は次の事項を審議する。 
 一 本会規程の改廃 
 二 事業報告 
 三 事業計画 
 四 その他理事会が必要と認めた事項 
3 総会は、会員現在数の5分の1以上の会員が出席しなければ

開催することができない。ただし、あらかじめ委任状を提出し

たものは出席者とみなす。 
4 総会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のと

きは議長が決する。 
 
第11条 本会は、特定事項の審議等のため、必要に応じて専門

部会を置くことができる。 

2 専門部会に関し必要な事項は、本会が別に定める。 
 
附 則 
この改正は、平成12年10月4日から施行し、平成12年4月

1日から適用する。 
附 則 
この改正は、平成 14 年 10 月 15 日から施行し、平成 14 年 4

月1日から適用する。 
附  則 
この改正は、平成 17 年 10 月 14 日から施行し、平成 17 年 4

月1日から適用する。 
附  則 
この改正は、平成 21 年 10 月 16 日から施行し、平成 21 年 4

月1日から適用する。 
 
ネネットワーク専門部会内規 
 
第1条 大型計算機利用大阪地区（第6地区）協議会（以下「第

6地区協議会」という。）規程（以下「協議会規程」という。）

第11条に規定する専門部会として、ネットワーク専門部会（以

下「専門部会」という。）を置く。 
 
第 2 条 専門部会は、学術研究、教育活動等を支援するネット

ワークの情報交換等の便宜を図り、地域に貢献することを目的

とする。 
 
第3条 専門部会は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 
 1 協議会規程第3条に規定する会員 
 2 その他専門部会が必要と認めた者 
 
第 4 条 専門部会に部会長を置き、第 6 地区協議会会長が指名

する。 
2 部会長は、専門部会を招集し、その議長となる。 
 
第5条 専門部会は、通常は年1回、第6地区協議会の開催に

併せて開催することとし、必要に応じて開催することができ

る。 
附 則 
この内規は、平成14 年10 月15 日から施行し、平成14 年4

月1日から適用する。 
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・・附表 

 

大規模計算機システム ホスト一覧

 

 名トスホ 名バーサ

 pj.ca.u-akaso.cmc.cph.nigol ※バーサンイグロ

 pj.ca.u-akaso.cmc.cph.ptf バーサ送転ルイァフ

 pj.ca.u-akaso.cmc.cph.liam バーサ liaM

 

※スーパーコンピュータなどの演算システムへは、ログインサーバ経由での接続となります。 

（ホスト一覧表には明記していません） 

 

 

 

SX-8R、SX-9 及び PC クラスタのジョブクラス一覧

 

スーパーコンピュータと PC クラスタのジョブ資源制限値は次のとおりです。 

クラス 
経過時間 使用 CPU 数 主記憶（ＧＢ） 

既定値（分） 最大値（時間） 既定値 最大値 既定値 最大値

DBG 1(1 分） 1(10 分) 1 4 1 16 

SX8F(SXF) 1 24 1 8 1 120 

SX8L(SXL) 1 120 1 32 1 1000 

SX8L（届出制） 1 240 1 64 1 2000 

DBG9 1(1 分） 1(10 分) 1 4 1 128 

SX9 1 24 1 64 1 4000 

SX9（届出制） 1 240 1 128 64 8000 

PCC 1 

720（4CPU まで) 

4 128 16GB/ノード 120（16CPU まで）

24（128CPU まで）

（注）DBG クラス、経過時間の括弧内の数字は CPU 時間の既定値と最大値です。 
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大大規模計算機システムを利用して行った研究･開発等の記事の募集について 
センターでは、大規模計算機システムを利用して研究したことを主体とする内容の  
広報誌の発行を予定しています（年２回）。この広報誌に掲載する次の内容の  
記事を募集しますので、皆さんのご投稿をお待ちします。  

 
1. 随筆 
2. 大規模計算機システムを利用して行った研究・開発の紹介 
3. プログラムの実例と解説 
4. その他、広報誌に掲載するにふさわしいもの 

 
＊投稿いただいた方には、掲載した広報誌 5 部を進呈いたします。 
 
【原稿の執筆および提出方法】 
１． 原稿の執筆は、以下の書式設定で作成をお願いします。 
  ・ページ設定（Microsoft Word2003 の設定です。） 

   ・用紙サイズ Ａ４縦 

・１ページの文字数と行数：行数 50、行送り 18.2pt、1 頁 2段書き 

・フォント 本文 MS 明朝 10Point 

題名 MS ゴシック 14Point、 

執筆者氏名 MS 明朝 10Point、なお、姓と名の間及び機関と学部と専攻名の間は半

角スペースを入れる。 

・余白   上 20mm、下 20mm、左右 20mm、印刷形式：標準 

・その他  セクションの開始位置：次のページから開始 

用紙の端からの距離：ヘッダ 15mm、フッタ 17.5mm 

垂直方向の配置：上寄せ 

・文字等の設定 

・年は西暦で記述する。 

      ・数字、英字は半角（書式：times new roman）、数字英字を括弧で閉じる場合は、括弧も同様に

半角 

     ・文字、漢字は全角、文字漢字を括弧で閉じる場合は、括弧は全角 

       ・日本語文中の句読点は半角の“，” “．”を使用せず、全て全角の“、” “。”とする。 

２． Microsoft Word2003 以外の日本語ワープロソフト及び、その他の文書作成ソフトで作成された原稿を

投稿される場合は、ｐｄｆファイルに変換してください。 

３． 原稿は、電子メールにて以下のアドレスにお送りください。 

usersv@cmc.osaka-u.ac.jp 

なお、送信の際、件名を「計算機利用ニュース原稿」と入力くださるようお願いします。 

４． 原稿ファイルの容量が１０ＭＢを超える場合は、ＣＤ－Ｒ等の電子媒体に記録のうえ以下の送付先に

お送りください。 

  【原稿の送付先】 

〒５６７－００４７ 

 大阪府茨木市美穂ヶ丘５－１ 大阪大学情報推進部情報企画課情報企画班 

  

【注意事項】 

１． お送りいただいた原稿を掲載する際、原稿の修正をお願いすることがありますのでご了承ください。 

２． 提出いただいた原稿は、サイバーメディアセンターのホームページにて公開いたしますので、ご

了承ください。  
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(お願い)
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　お近くの研究者・大学院生の方にも、このニュースをご回覧くださるようお願い申し上げます。
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